
時間

8:30～ 8:30～

 9:00～
9:15

 9:00～
9:15

A1
内燃機関 I(燃焼制御，HCCI)
 / Engine I(Combustion control, HCCI)
座長：関山 惠夫 (㈱いすゞ中央研究所)

B1 C1
内燃機関 VI(排気，後処理)
/ Engine VI(Emission , After treatment)
座長：佐々木 洋士 (千葉工業大学)

D1
内燃機関 IX(要素，設計)
/ Engine IX(Elements, Design)
座長：鈴木 隆 (上智大学)

E1
動力伝達系
/ Power train
座長：塩崎 智夫 (㈱本田技術研究所)

F1
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ特性 I
/ Driver characteristics I
座長：下坂 陽男 (明治大学)

G1
安全 Ｉ
/ Safety I
座長：西本 哲也 (日本大学工学部)

H1
車両運動性能 I
/ Vehic le Dynamics I
座長：廣瀬 敏也 (芝浦工業大学)

I1
車体設計
/ Design
座長：岡村 宏 (芝浦工業大学)

1
Cooled EGRがHCCI燃焼の圧力上昇率に与える影響：
千葉大学大学院, 後藤俊介 他3名

1 1
Correlation of chemical composition of diesel exhaust particle
between PM and EC/OC components：
Isuzu Advanced Engineering Center, Ltd., Kenji Enya et al.

1

二点同時測定法から得られる動的特性値を用いた粘性ねじり振
動ダンパ装着エンジンクランク軸系の振動計算(測定より得られ
た動的特性値を用いた角変位および振動付加応力の計算)：
国士舘大学大学院, 門間鉄平 他2名

1

オートマティックトランスミッションロックアップ部の接触圧力分布
計測法の開発(ピストンとカバー間の動的接触圧力分布計測法
の開発)：
東京都市大学大学院, 三浦宏太 他5名

1

The Effect of Learning of Driving Environment for
Drivers' Braking Characteristics：
Graduate School of Shibaura Institute of Technology,
Naoji Kaneko et al.

1
快適性向上レイアウト自動車の後面衝突における安全
性の検討：
東京都市大学, 染谷勇土 他4名

1
車両の危険回避性能評価に関する研究：
日本大学生産工, 髙木文貴 他2名

1

A Systematic Design of Robust-But-Compact Wheel
and Hub Assembly for Student Formula Racing Car：
Thai-Nichi Institute of Technology, Pitchapa Lotrakul
et al.

2
低温プラズマ繰り返し放電点火の分光解析：
千葉大学, 大高慶太 他2名

2 2
The Promotion of NO to NO2 in Diesel Exhaust Gas by
Dielectric Barrier Discharge Non-Thermal Plasma Method：
King Mongkut's Univ. of TNB, Sak Sittichompoo et al.

2

Optimization of Engine Intake Manifold for Maximum Torque
and Power of CBR500 Engine for Student Formula Racing
Car：
Thai-Nichi Institute of Technology Nattaphong Phraprasert et

2
低粘度無段変速機油の開発：
ジヤトコ㈱, 小島健嗣 他2名

2
信号交差点での右折車優先行動を促す情報呈示支援
とその効果の検証：
日本工業大学, 田口弘基 他2名

2
軽自動車と普通自動車の車格違いによる乗員傷害に
ついて：
東京都市大学, 久光駿平 他4名

2
車両の運動性能同定法に関する研究：
日本大学生産工, 竹村慎太朗 他2名

2
フォーミュラ競技車両の設計・製作に関する一検討(特
に，フォーミュラ競技車両のフレームについて)：
国士舘大学, 元木敏匡 他3名

3
ピストントップランド表面に付着したエンジンオイルの挙動数値解
析：
千葉大学大学院, 宮崎浩司 他3名

3 3
尿素SCRシステムの触媒種がNOx浄化性能に及ぼす影響：
早稲田大学, 西山大貴 他6名

3
フォーミュラ競技車両の設計・製作に関する一検討(特に，フォー
ミュラ競技車両のパワートレインについて)：
国士舘大学, 菅沼将洋 他3名

3
金属ベルト式無段変速機の熱性能向上について：
ジヤトコ㈱, 道岡浩文 他2名

3
視野狭窄条件下におけるドライバの運転行動の解析：
筑波大学, 降矢初士 他2名

3
軟組織の経時劣化とひずみ速度依存性に関する研究：
東京都市大学大学院, 天羽啓太 他3名

3

Kinematic Synthesis of an Ackerman Steering System
Using Novel Planetary Gear Mechanism：
National Taipei Univ. of Technology, Yi-Fan Chen et
al.

3

フォーミュラ競技車両の設計・製作に関する一検討(特
に，フォーミュラ競技車両のサスペンションシステムにつ
いて)：
国士舘大学, 山下俊樹 他3名

4
吸気圧力及び当量比がHCCI機関の低温酸化反応及び燃焼に
及ぼす影響：
日本大学大学院, 阿部泰英 他8名

4 4 4
Development of New LiteCAE on BPMS for Automotive
Application：
Fuji Heavy Industries Ltd., Hironori Yumura

4 4
ドライビングシミュレーターを用いた障害物回避行動の
分析：
神奈川工科大学, 廣野直人 他5名

4 4 4
コンプライアンスを考慮した車両設計：
上智大学, 新田悠登 他2名

10:30～
10:45

10:30～
10:45

A2
内燃機関 II(燃焼制御，HCCI)
/ Engine I I(Combustion control, HCCI)
座長：川上 忠重 (法政大学)

B2
内燃機関 IV(ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ)
/ Engine IV(Gasolin engine)
座長：吉田 幸司 (日本大学理工学部)

C2
内燃機関 VII(ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ，ﾓﾃﾞﾙﾍﾞ-ｽ制御)
/ Engine VII(Simulation , Model-based control)
座長：柏瀬 一 (富士重工業㈱)

D2
内燃機関 X(燃費，要素，潤滑)
/ Engine X(Fuel consumption , Elements, Lubricant)
座長：山崎 由大 (東京大学)

E2
動力ｼｽﾃﾑ(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ，EV，ﾌｫｰﾐｭﾗ)
/Power system(HV, EV, Formula)
座長：岡崎 昭仁 (日本工業大学)

F2
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ特性 IＩ
/ Driver characteristics I I
座長：鈴木 宏典 (日本工業大学)

G2
安全 ＩI
/ Safety I I
座長：小峰 光弘 (日野自動車㈱)

H2
車両運動性能 II
/ Vehic le Dynamics I I
座長：景山 一郎 (日本大学生産)

I2
材料技術
/ Material
座長：西野 創一郎 (茨城大学)

1
ストリーマ放電を用いたHCCI燃焼の実験的研究：
日本大学理工, 山田将徳 他9名

1
高過給ガソリンエンジンにおける液滴着火現象の数値解析：
千葉大学大学院, 角田大輔 他3名

1
エンジンサイクルシミュレーションを活用した学生フォーミュラ車両
向け可変吸気システムの開発：
芝浦工業大学大学院, 塚本駿 他2名

1

Research and Development of an Ammonia Fueled Fuel Cell
Electric Vehicle(1st Report: Design of Ammonia Fuel Cell
Vehicle with Safety)：
Graduate school of Kogakuin Univ., Ayumu Okawa et al.

1
単気筒エンジンのFSAE車両への適合とその効果：
上智大学, 川口将人 他3名

1
簡易ドライビングシミュレータを用いた運転リハビリシス
テムの効果と課題：
山梨大学, 稲葉勇太 他2名

1
乗用車車体構造における荷重伝達の検討：
東京都市大学大学院, 伊藤太一 他2名

1

Computational Reduction of Aerodynamic Forces for a
Ahmad body：
National Taipei Univ. of Technology, Wu-Hsiung Tsai
et al.

1
AE法を用いたブレーキパッド材料の摩擦・摩耗特性評
価に関する研究：
埼玉工業大学, 黒澤篤史 他1名

2
機関回転数変化がHCCI燃焼に及ぼす影響の筒内可視化によ
る観察：
日本大学理工, 島田貴司 他7名

2
火花点火ガソリンエンジン冷却系最適化に関する研究：
千葉大学, 宇賀神尚也 他3名

2
GT-Powerを用いた単気筒ガソリンエンジンの性能解析：
上智大学, 藤田雄二郎 他3名

2

Research and Development of an Ammonia Fueled Fuel Cell
Electric Vehicle(2nd Report: Removal of Residual Ammonia
from Hydrogen Generation System)：
Graduate school of Kogakuin Univ., Kazunori Yamamoto et al.

2

プラグインハイブリッド自動車の動力システムモデリング詳細化
に関する研究(インバータと昇圧コンバータの損失モデリング詳
細化の検討)：
早稲田大学大学院, 楊イ翔 他2名

2
車載機器の感性評価の研究(第2報)(運転者特性と「わ
くわく」「いらいら」アンケートとの関係) ：
芝浦工業大学, 古屋貴大 他5名

2
ミニカーのフルラップ前面衝突時における乗員傷害に関
する研究：
東京都市大学大学院, 糸賀佳祐 他4名

2
エアロデバイスが車両運動性能に与える影響：
上智大学, 岡本航希 他4名

2
CFRPの材料試験による強化繊維及び母材樹脂の力学
特性の推定：
日本大学理工, 宇佐美直弥 他4名

3
混合燃料を用いた過給HCCI機関の燃焼解析：
日本大学理工, 鈴木裕和 他6名

3
燃料噴射条件の最適化によるポート噴射式ガソリン機関の性能
改善：
千葉大学, 川島宜人 他2名

3
エンジン制御による燃焼変動低減のための研究：
上智大学, 大谷俊哉 他1名

3
ケミカルターボエンジンに搭載する改質器出口の発熱量直接測
定：
工学院大学, 松下純 他2名

3
短距離走行・高頻度充電コンセプトを採用した中型電動バスの
回生性能評価：
早稲田大学大学院, 永田祐之 他5名

3
車載機器の感性評価の研究(第3報)(生体信号を用い
た「わくわく」「いらいら」評価指標の提案)：
芝浦工業大学大学院, 高橋信道 他5名

3
胸腹部圧迫動物実験モデルによる膀胱内圧の測定：
日本大学工, 望月康廣 他2名

3
大キャンバ角コントロール車両による限界性能の向上：
工学院大学大学院, 吉野貴彦 他1名

3
二段多重変動振幅荷重下におけるスポット溶接継手の
疲労寿命評価：
日本大学大学院, 河田涼平 他4名

4
含水燃料を用いた予混合圧縮着火機関の性能と燃焼：
千葉工業大学大学院, 渡邉毅 他4名

4
急速圧縮装置を用いたSIエンジンにおけるノッキング発生原因
の調査(第1報)：
慶應義塾大学, 根来恵人 他4名

4
過給ダウンサイジングガソリン機関のモード走行シミュレーション
(過給システムの検討)：
千葉大学大学院, 前田龍一 他2名

4
4気筒ガソリンエンジン主軸受の油膜圧力計測：
東京都市大学大学院, 村田昌洋 他6名

4 4
ドライバモデルを用いた先進緊急ブレーキシステムの作
動タイミングに関する研究：
芝浦工業大学大学院, 金子雄一 他3名

4
交通事故詳細データを用いた傷害予測アルゴリズムの
検証：
日本大学工, 向川康介 他2名

4

ドライビングシミュレータを用いた車輪の姿勢角制御の
研究(大スリップ角を伴う走行状態における車輪の姿勢
角制御の優位性の把握)：
工学院大学大学院, 下釡康平 他1名

4
フォーミュラSAE競技車両用インパクトアッテネータに関
する研究(第2報)：
ものつくり大学, 山本健太 他1名

5
副室式予混合圧縮着火燃焼機関の研究(圧縮比の影響)：
千葉工業大学大学院, 石井雄一郎 他3名

5
火花点火機関におけるクレビスノッキングの挙動(柏手の法則)：
工学院大学, 前田亮人 他4名

5
副室式ガスエンジンのサイクルシミュレータの構築：
千葉大学, 植原亮太 他4名

5
ピストンピンボス部のテーパ形状が面圧分布に与える影響：
東京都市大学, 猿渡充 他3名

5 5
個人対応のドライバ制動モデルに関する研究：
芝浦工業大学, 澤田直樹 他3名

5 5 5

12:30～
15:00

12:30～
15:00

A3
内燃機関 III(燃焼制御，HCCI)
/ Engine I I I (Combustion control, HCCI)
座長：窪山 達也 (千葉大学)

B3
内燃機関 V(燃焼制御，燃料)
/ Engine V(Combustion control, Fuel)
座長：児玉 知明 (国士舘大学)

C3
内燃機関 VIII(ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ，ﾓﾃﾞﾙﾍﾞ-ｽ制御)
/ Engine VII I (Simulation , Model-based control)
座長：志賀 聖一 (群馬大学)

D3
内燃機関 XI(要素，音)
/ Engine XI (Elements, Noise)
座長：山本 崇史 (工学院大学)

E3
内燃機関 XII(要素)
/ Engine XII(Elements)
座長：飯島 晃良 (日本大学理工学部)

F3
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ特性 IＩI(運転支援)
/ Driver characteristics I I I (Driving support)
座長：大門 樹 (慶應義塾大学)

G3
安全 ＩII
/ Safety I I I
座長：伊藤 誠 (筑波大学)

H3
車両運動性能 III
/ Vehic le Dynamics I I I
座長：野崎 博路 (工学院大学)

I3
振動･騒音
/ Noise & Vibration
座長：須藤 晶 (㈱本田技術研究所)

1
急速圧縮装置を用いたHCCI機関における温度層状給気による
圧力上昇率低減効果の検証：
慶應義塾大学, 矢上新之助 他3名

1
懸垂線を除去した乳化燃料の加熱挙動：
工学院大学大学院, 只野智己 他1名

1
Cooled EGRが高過給火花点火燃焼とノッキングに及ぼす影響：
千葉大学, 鈴木俊靖 他4名

1
暗騒音下での放射音測定手法：
ジヤトコ㈱, 高岡史和 他2名

1
筒内直接噴射水素エンジンの部分負荷領域における未燃焼水
素排出量に対する噴射時期と噴流形状の影響：
東京都市大学大学院, 前田翔 他6名

1
事象関連電位による車両追従から制動動作へのドライ
バの意思推定：
芝浦工業大学, 松田拓 他4名

1
ミクロ交通流ショックウェーブの伝搬を用いた車群の追
突リスク評価指標の構築と検証：
日本工業大学, 七澤司 他1名

1
ステアバイワイヤ技術による二輪車の操舵制御の検討
(マルチボディシミュレーションによる制御量の検証)：
日本大学生産工, 木内政雄 他2名

1
タイヤ放射音の加振源となる路面小突起とトレッドの接
触変形解析：
神奈川工科大学, 駒ヶ嶺祐大 他3名

2
LIF法による燃料濃度分布計測および燃料層状給気がHCCI機
関の圧力上昇率に与える影響の確認：
慶應義塾大学, 溝上宏 他2名

2
エマルジョン燃料によるシリンダー内汚れ除去の研究：
工学院大学大学院, 高橋優聡 他1名

2
ディーゼルエンジンのモデルベース燃焼制御(出力，燃焼位相，
最高圧力の制御)：
慶應義塾大学, 坪井翔馬 他5名

2
ディーゼルエンジン音質改善のための燃焼音合成技術：
神奈川工科大学, 近藤幸成 他2名

2
Improvement of spray characteristics in port injectors：
Keihin Corporation, Junichi Nakamura et al.

2
車線逸脱防止装置の効果評価に関する研究：
芝浦工業大学, 関根勇介 他3名

2
先々行車の挙動を考慮した予測運転支援システムの低
速域での検討：
日本大学生産工, 中野尭 他2名

2
二輪車の運動性能評価試験法に関する研究(定常円旋
回試験法の簡易法提案について)：
日本大学生産工, 瀬川諒 他2名

2
Biot理論を用いた自動車用防音材の固体伝播音特性
に関する研究：
日本大学大学院, 鈴木雄祐 他5名

3
突起窓を用いたディーゼル噴霧火炎中心部のすす濃度及び火
炎温度の光学計測：
明治大学大学院, 前川泰浩 他2名

3
水素添加による高圧縮比エタノールエンジンの研究：
工学院大学, 山本貴史 他2名

3
リブレッシングEGR導入型HCCI機関のモデルベース燃焼制御
(IMEP，最大圧力および燃焼位相の制御)：
慶應義塾大学, 釘町悠太 他3名

3

On the Study of Dual Mass Flywheel with Magnetic-Type
Springs for the Vibration Reduction of Powertrain
Systems(Design of Springless Dual Mass Flywheel with
Magnetic Forces)：National Taiwan University, Yu-Fan Chen et

3
Minimum Injection Quantity Reduction by using Current
Waveform Control Technique for DI Gasoline Injector.：
Hitachi, Ltd., Ryo Kusakabe et al.

3
車両後退時における歩行者を対象とした衝突防止シス
テムに関する研究：
芝浦工業大学, 北林大 他2名

3
音声案内情報のみによる経路案内システムの有効性
の検証：
日本工業大学, 松井秀俊 他1名

3
パーソナルモビリティ構築に関する研究：
日本大学生産工, 高橋祐貴 他2名

3
ハイブリッドSEAモデルのマスターモデル構築手法提
案：
日本大学大学院, 龍野俊一 他4名

4
Extension of Lean Burn Range with Enhanced Tumble Flow
Generated by Offset Intake Valve Arrangement：
Honda R&D Co., Ltd., Hideki Saito et al.

4
水素を火種とする場合の着火性に関する研究(希薄燃焼天然ガ
スエンジン用)：
新潟工業短期大学, 松浦大 他3名

4
DPF内部流動解析によるフィルタ寿命の均一化に関する研究：
工学院大学, 足立新 他2名

4
Improvement of Electric Shuttle Bus Operation using Lithium-
Ion Battery：
Chulalongkorn Univ., Kanticha Korsesthakarn et al.

4 4
自動運転から手動運転への切り替え時における運転動
作：
芝浦工業大学, 境祥吾 他3名

4
車の進行方向表示アシストによる運転しやすさの改善：
玉川大学大学院, 厚見周平 他2名

4 4
車室内集中ドアロック音における主観評価：
㈱小野測器, 瀬戸真智子 他3名

5
強流動場における燃料蒸発特性の解明：
千葉大学, 関雅俊 他2名

5 5 5 5
自律走行車両のための意思決定手法に関する研究：
日本大学生産工, 劉福君 他2名

5
ITSスポットを用いたサービスについての検証：
芝浦工業大学大学院, 真野香織 他1名

5 5

Development of Sound Generator as Device for
Sound Quality(for optimized sound and added value)：
MAHLE Filter Systems Japan Co., Katsuhisa Ohta et
al.

15:50～
16:50

15:50～
16:50

16:50～
17:20

16:50～
17:20

17:30～
19:00

17:30～
19:00

1
気体の溶解によるニート植物油噴霧の改善：
工学院大学, 武藤滉／松坂健汰 他2名

6
磁界共鳴型非接触給電装置に用いるバルク導体コイルの性能
指数Q値の向上手法に関する実験的検討：
早稲田大学大学院, 羅皞 他4名

11
EV衝突安全性に関する検討(有限要素法による衝撃吸収部材
の圧縮挙動の検討)：
神奈川工科大学, 下井田渓 他2名

16
スマートフォンによる最少旅行時間経路推定法の提案：
芝浦工業大学, 工藤諒 他1名

21
ニューラルネットワークを用いた自動車車体構造の結合剛性推
定法(差厚結合部材への適用)：
日本大学理工, 島成二郎 他4名

1
㈱小野測器
変動音解析，変動音シミュレータの紹介
FFTアナライザ－，精密騒音計展示

6
UDトラックス㈱
新興国向け新大型トラック Quester (クエスター)の１／
５サイズスケールクレイモデル

1
Students Activity Committee Report 2013：
横浜国立大学大学院, 鈴木大貴

2
植物油燃料のディーゼル噴霧に関する研究：
工学院大学, 藤巻正嗣 他1名

7
超小型電気自動車の車内騒音制御(超磁歪アクチュエータを用
いた能動遮音に関する基礎研究)：
東海大学大学院, 鈴木亮輔 他4名

12
自動車情報機器利用のプロトコル観察(レジャードライブを事例と
した情報ニーズと走行モードの関連性)：
芝浦工業大学大学院, 上杉純平 他1名

17
車体形状の変遷から導出されるデザインの方向性(日本の乗用
車のデータをもとにして)：
芝浦工業大学, 羽渕琢哉

22
スポット溶接構造の変位のみを用いる公称構造応力算出法(差
厚構造への適用)：
日本大学理工, 穂積秀一 他3名

2
㈱日立製作所 日立研究所
自動車制御ソフトウェアの検証技術

2
Students Committee Event Flow
(Tokyo Motor Show 2013 Tour)：
国士舘大学, 中山 喜貴

3
離島における電動軽トラックの優位性評価：
早稲田大学大学院, 加永龍太郎 他5名

8
超小型電気自動車のステアバイワイヤシステム(ステアリングホ
イールの反力変化に関する実験的検討)：
東海大学大学院, 加藤英晃 他2名

13
HITLにおける二輪車転倒防止システム検討：
芝浦工業大学, 方波見勝誠 他1名

18
二輪車がもたらす利点と渋滞緩和(2020年東京オリンピックに向
けて，オートバイによる都市内交通渋滞改善について)：
日本大学理工, 植田貴大 他3名

23
海ごみ回収装置に関する基礎研究：
日本大学理工, 久保田誉史 他5名

3

㈱本田技術研究所
新開発スクーター用５０ｃｃ(ｅＳＰ)エンジンカットモデルお
よびそのエンジンを搭載した５０ｃｃＮｅｗスクーター「Ｄｕｎ
ｋ」

3
JSAE-TSAE Exchange Program：
東京大学大学院, 酒井英充

4
リン酸鉄リチウムイオン電池の劣化特性の解析および電池運用
方法による劣化抑制効果の検討：
早稲田大学大学院, 錢鴻震 他5名

9
超小型車両用シートのアクティブシートサスペンション(段差降下
時の乗り心地改善に関する実験的検討)：
東海大学, 増野将大 他5名

14
ドライバの挙動解析によるメタ安定相の推定：
芝浦工業大学, 金安遼平 他1名

19

オートバイ活用による東京オリンピックの渋滞緩和(目指せオー
トバイの通行台数+10%！オートバイの機動性，速さを活か
せ！！)：
日本大学理工 中嶋優太 他3名

24
FSAE車両の開発：
上智大学, 相島雄太 他4名

4
いすゞ自動車㈱
中型トラック「フォワード」及び小型トラック「エルフ」に搭
載するエンジン用の2ステージターボのカットモデル

4
Student International Exchange Program between
JSAE Kanto and SAE Taipei Section：
芝浦工業大学大学院, 秋葉 康司

5
電磁誘導型非接触給電装置に用いるバルク導体コイルの結合
係数k値の向上手法に関する実験的検討：
早稲田大学大学院, 小林王義 他4名

10
超小型車両用シートのアクティブサスペンション(心拍変動を用い
た切り替え制御手法に関する基礎的検討)：
東海大学大学院, 石田勝樹 他5名

15
車載カメラ画像の解析によるメタ安定相の検出：
芝浦工業大学, 松木俊也 他1名

20
アーク溶接構造の公称構造応力算出法(アーク溶接されたLAP
継手のFEモデルの検討)：
日本大学理工, 金子達彦 他4名

25
第11回全日本学生フォーミュラ大会出場車両の紹介：
ものつくり大学, 後藤聡一郎 他1名

5
三菱ふそうトラック・バス㈱
非接触給電装置付EV標識車の紹介

5
学自研企画の紹介 ジヤトコ見学＆二輪研修：
東京電機大学大学院, 寺岡信紘

2014年3月7日(金) 工学院大学 新宿キャンパス / Kogakuin University (Shinjuku Campus), March 7, 2014
2013-2014 JSAE KANTO International Conference of Automotive Technology for Young Engineers (ICATYE)

ポスタ－セッション [12：30～15：00] (会場：1Fアトリウム) / Poster Session [12：30～15：00] (Atrium on 1st floor)
技術展示会 [10：30～15：00] (会場：1Fアトリウム) / Technical Exhibition [10：30～15：00] (Atrium on 1st floor)

2013年度 公益社団法人 自動車技術会 関東支部 学術研究講演会プログラム 

Room B (A-0615) Room D (A-0862) Room F (B-0523)

プログラム内容(表面より続く)

開会式(会場： A-0652)/ Opening Ceremony (A652 on 6th floor in high-rise building)

受付(総合受付 1F)/ Reception (Lobby on 1st floor )

2013年度 公益社団法人 自動車技術会 関東支部 学術研究講演会プログラム 
2014年3月7日(金) 工学院大学 新宿キャンパス / Kogakuin University (Shinjuku Campus), March 7, 2014

2013-2014 JSAE KANTO International Conference of Automotive Technology for Young Engineers (ICATYE)

Room I (B-567)

ポスタ－セッション [12：30～15：00] (会場：1Fアトリウム) / Poster Session [12：30～15：00] (Atrium on 1st floor)
技術展示会 [10：30～15：00] (会場：1Fアトリウム) / Technical Exhibition [10：30～15：00] (Atrium on 1st floor)

RoomH (B-0563)

懇親会 [17：30～](会場：中層棟７階食堂)【懇親会，ﾍﾞｽﾄﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝ賞授与，ﾍﾞｽﾄﾎﾟｽﾀ-賞授与】懇親会参加費用：学部生・院生は無料，教員・一般は￥1,000円
 /Social Gathering [17：30～](Restaurant hall on 7th floor in medium-rise building) Expenses to attend the Social Gathering：Students are free, the other pays \1,000

ポスタ－セッション (12:30～15:00：会場 1Fアトリウム)/ Poster Session [12:30～15:00] (Atrium on 1st floor)

閉会式・表彰式 [16：50～](会場：高層棟6階 A-0652)【閉会式，功労賞授与，ﾍﾞｽﾄﾍﾟ-ﾊﾟ-賞授与】 / Closing and Awarding Ceremony [16：50～](A-0652on 6th floor in high-rise building)

特別講演会(15:50-16:50，場所 ：A-0652)  「なぜ今スポ－ツカ－なのか？トヨタ８６，チャレンジと新戦略」 多田 哲哉 (トヨタ自動車㈱)
 / Special Presentation (15:50-16:50，A-0652)  "Develop Sports Car!! Innovation and Challenge", Tetsuya TADA (Toyota Motor Corporation.)

10：30～
16：00

Room G (B-0526)

9:30～
10:30

閉会式・表彰式 [16：50～](会場：高層棟6階 A-0652)【閉会式，功労賞授与，ﾍﾞｽﾄﾍﾟ-ﾊﾟ-賞授与】 / Closing and Awarding Ceremony [16：50～](A-0652on 6th floor in high-rise
building)

技術展示会(10：30～16：00：)/Technical Exhibition [10：30～16：00] (Atrium on 1st floor) 

12:30～
15:00

受付(総合受付 1F)/ Reception (Lobby on 1st floor )

プログラム内容(裏面に続く) / Program

9:30～
10:30

11:00～
12:15

開会式(会場： A-0652)/ Opening Ceremony (A652 on 6th floor in high-rise building)

14：30～
15：45

Room A (A-0611)

論文審査員(敬称略，順不同) / Paper reviewer

飯島 晃(㈱マーレフィルターシステムズ), 飯島 晃良 (日本大学理工学部), 飯田 訓正(慶應義塾大学), 石
田 臣宏 (UDトラックス㈱), 伊藤 誠 (筑波大学), 大橋 隆弘 (国士舘大学), 岡崎 昭仁 (日本工業大学),
岡村 宏 (芝浦工業大学), 押野谷 康雄 (東海大学), 景山 一郎 (日本大学生産), 柏瀬 一 (富士重工業
㈱), 川上 忠重 (法政大学), 窪山 達也 (千葉大学), 小酒 英範(東京工業大学), 児玉 知明 (国士舘大
学), 後藤 操 (㈱いすゞ中央研究所), 小林 俊一(信州大学繊維学部), 小峰 光弘 (日野自動車㈱), 笹岡
茂史 (㈱小野測器), 佐々木 洋士 (千葉工業大学), 佐藤 博之(湘南工科大学), 塩崎 智夫 (㈱本田技術研
究所), 志賀 聖一 (群馬大学), 下坂 陽男 (明治大学), 杉山 均 (宇都宮大学), 鈴木 宏典 (日本工業大
学), 鈴木 隆 (上智大学), 須藤 晶 (㈱本田技術研究所), 関根 太郎 (日本大学理工), 関山 惠夫 (㈱い
すゞ中央研究所), 大門 樹 (慶應義塾大学), 武田 克彦(関東学院大学), 冨岡 昇(日本大学理工), 富永 茂
(日本大学理工), 西野 創一郎 (茨城大学), 西本 哲也 (日本大学工学部), 野口 昭治 (東京理科大学), 野
崎 博路 (工学院大学), 馬場 雅之 (㈱本田技術研究所), 廣瀬 敏也 (芝浦工業大学), 古川 信之(㈱ケーヒ
ン), 堀内 伸一郎(日本大学理工), 本田 康裕 (国士舘大学), 槇 徹雄(東京都市大学), 丸茂 喜高 (日本大
学生産工), 三原 雄司 (東京都市大学), 森下 達哉 (東海大学), 森吉 泰生(千葉大学), 山崎 由大 (東京
大学), 山碕 弘二 (㈱マーレフィルターシステムズ), 山本 崇史 (工学院大学), 吉田 幸司 (日本大学理工
学部)

14：30～
15：45

11:00～
12:15

Room C (A-0815) Room E (A-0865)

学生自動車研究会活動紹介ﾎﾟｽﾀ-(12:30～15:00：会場 1Fアトリウム)

懇親会 [17：30～](会場：中層棟７階食堂)【懇親会，ﾍﾞｽﾄﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝ賞授与，ﾍﾞｽﾄﾎﾟｽﾀ-賞授与】懇親会参加費用：学部生・院生は無料，教員・一般は￥1,000円
 /Social Gathering [17：30～](Restaurant hall on 7th floor in medium-rise building) Expenses to attend the Social Gathering：Students are free, the other pays \1,000

特別講演会(15:50-16:50，場所 ：A-0652)  「なぜ今スポ－ツカ－なのか？トヨタ８６，チャレンジと新戦略」 多田 哲哉 (トヨタ自動車㈱)
 / Special Presentation (15:50-16:50，A-0652)  "Develop Sports Car!! Innovation and Challenge", Tetsuya TADA (Toyota Motor Corporation.)

高層棟(A)：
1階：アトリウム（ﾎﾟｽﾀ-、技術展示）
3階：ｱ-ﾊﾞﾝﾃｯｸﾎ-ﾙ
6階：A-0611,A-0615 講演室

A-0652 特別講演会
7階：A-0712,A-0715,A-0762

講演者、座長控え室
8階：A-0815,A-0862,A-0865 講演室

中層棟(B)：
5階：B-0523,B-0526、B-0563,

B-0567 講演室
7階：食堂（懇談会場）

受付：1階ロビー

高層棟(A)⇔中層棟(B)への連絡路： 2,5,6,7階
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